
平成２５年１２月９日（月） 第１１６１号 

久慈地区安全パトロールを実施 
～工事の安全施工と労働災害の防止を目指して～ 

▲現場で改善すべき点などを点検 

 平成２５年１２月５日（木）、三陸国道事務所工事事故防止対策委員会久慈地区分会に
おいて、平成２５年度第２回目となる安全パトロールを実施しました。 
 安全パトロールとは、安全で快適な現場を確保し、工事事故を未然に防ぐことを目的と
して、発注者と受注者が合同で工事現場を点検するもので、三陸国道事務所では、年間を
通して宮古・久慈・釜石・大船渡の各地区ごとに実施しています。 
 
 今回の安全パトロールでは、発注者２４名、受注者４５名、合計６９名が参加し、「尾
肝要地区改良舗装工事」「尾肝要道路舗装工事」の２ヶ所の現場を点検し、他の工事現場
でも取り入れるべき良い点や、事故が起こらないよう改善すべき点がないか点検しました。 
 その後の検討会では、それぞれの現場について良い点悪い点など様々な意見を交換しあ
い、指摘箇所については早期に是正・改善を行うこととし、安全管理のさらなる徹底を参
加者全員で確認しました。 
 最後に、一般社団法人岩手県建設業協会久慈支部の今野様から建設機械を使用した作業
における労働災害の防止について講話をいただきました。 
 
 今回のパトロールの成果をいかし、発注者と受注者が一丸となって、事故のないよう安
全に工事を進めてまいります。 

▲指摘箇所について検討・意見交換   
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